PGアキュラシー・プレワールドの報告　　文と写真：岡　芳樹
　つい先ごろ２月１６〜１９日にかけてリトアニアで開催された、パラグライダー・アキュラシーのプレ世界選手権に参加してきたのでレポートします。
（本選は２００７年２月９〜１８日に開催されることになっている。）
　場所はリトアニアの首都ヴィルヌスの西約２５ｋｍに位置する湖のきれいな町だ。といっても冬場はマイナス２０度にもなるところなので、湖もばっちりと凍り、平らな雪原といった感じで、格好の飛行場といえる。したがって、フライトはウインチトーイングで行われる。もし、来年の本選を目指そうとするならば、ある程度トーイングの経験をつんでおかなければならない。私はパラグライダーの始まったころと、３年前の七ヶ宿でのトーイング大会での経験があったので、特に問題は無かった。
　大会は木曜日がロシアからの独立記念日で祭日に当たり、ローカルな大会を開催することになっていたが、あいにく風が強くフライトはできなかった。ほとんどの時間を湖畔のレストランで熱いお茶を飲んで過ごしてしまった（外でなにもしないでいるのは耐えられないほど寒い！）。翌金曜日には風も昨日より幾分弱まり、プレ大会の公式練習も兼ねてタスクを３本こなすことができた。強豪のスロベニアやイギリスのパイロットがほとんど参加していなかったこともあって、３本目は強風でほとんど前に出なかったためアウトサイドになったのもかかわらず私は５位になることができた。しかし、寒さのため思考能力と飛行感覚が鈍くなっているのを実感した。これは来年の世界選に向けてよい経
験ができたと思う。
　大会本部で午後５時から２時間ほどかけて、アキュラシージャッジのためのセミナーが開催され、私も受けてみた。特に難しいことは無いのだがやはり、チーフジャッジクラスになると威厳があってきっぱりとしていないと勤まらないと感じた。
　土曜日は穏やかな風で気温もマイナス５度程度ということで、絶好のフライト日和（？）となった。それでも曇り空のため寒さは骨身にしみることに変わりは無い。１０カ国から総勢７０名のパイロットが４人で一チームとなって、個人戦とチーム選を競い合った。私は一人であったが、急遽イギリスの３人と混成チームを組みチーム戦も楽しむことができた。コンディション的には１日中ほとんど変化が無く順調にフライトをこなし、１１時スタートで４時ごろには全員が４本フライトし、無事大会は成立となった。世界のレベルもそれほどたいしたことは無いのではと高をくくって来てみたものの、やはり上位の選手はさすがで、優勝者は４本の合計が２８点。つまり１本の平均が７ｃｍ（アキュラシーでは直径３ｃｍのデッドセンターから最初に着地した１番遠い位置までの距離をｃｍ単位で測定しその値を得点としている。したがって点が少ないほうが上位になる。）ということ。脱帽です。ちなみに私は３本目にちょっと無理して滑って転んで、１０００点を貰ってしまい、敢え無く３５位となってしまった。たらればで言えば、転ばなければ１ｍ３０ｃｍあたりだったので、総合１５位にはなれたんだが、残念でした。
　その夜はクールパーティと称して屋外でパーティーをやることになっていたが、寒すぎるということで、急遽サウナでホットパーティに切り替えられた。まさかこんなところで水着を着る機会は無いと思っていたので、私はバスタオルで参加。何と他の全員は水着を着ているではありませんか。しかも混浴（？）。
　明けて日曜日。１１時から表彰式がリトアニア航空協会の会長、ハング連盟の会長、それから地元トラカイの町長をお迎えして盛大に行われた。その後はカクテルパーティに突入。地元パイロットでもありダンサーでもあるカップルが日ごろのステップをご披露してくれた。素朴な中にもエンタテインしようという心意気がうれしい。ほろ酔い気分で来年の再開を約束してお開きとなった。
